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　2013 年 4 月 10 日、米国の 2014
年 度（2013 年 10 月 1 日～2014 年






















































「OCO-2」 お よ び 全 球 降 水 観 測
計画の最初の衛星である「GPM 










Follow On」 の 開 発 の ほ か、 地
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༟న㸯Ⓤ୒ࢺࣜ஢⟤こị஥㡧 2012ᖳᗐ஢⟤ 2013ᖳᗐ஢⟤ 2014 ᖳᗐ஢⟤ こị㢘 ᐁ⦴㢘 こị㢘 こị㢘 ⛁Ꮥ䟺Science䟻 5,016.8 5,073.7 4,911.2 5,017.8ᆀ⌣⛁Ꮥ䟺Earth Science䟻 1,797.4 1760.5 1,784.8 1,846.1ᝠ᫅⛁Ꮥ䟺Planetary Science䟻 1,540.7 1501.4 1,192.3 1,217.5ኮమ∸⌦䟺Astrophysics䟻 682.7 648.4 659.4 642.3䜼䜫䞀䝤䜾䜪䜫䝇䝚Ꮻᏼ᭻㐪㙶 373.7 518.6 627.6 658.2ኯ㝟∸⌦䟺Heliophysics䟻 622.3 644.8 647.0 653.7⯗✭◂✪䟺Aeronautics 
research䟻 569.4 569.4 551.5 565.7Ꮻᏼᢇ⾙䟺Space Technology䟻 1,024.2 573.7 699.0 742.6᥀ᰕ䟺Exploration䟻 3,948.7 3,707.3 3,932.8 3,915.5᥀ᰕ䜻䜽䝊䝤㛜Ⓠ 2,810.2 3,001.6 2,769.4 2,730.0ၛᴏᏫᏼ㣍⾔䟺᭯ெ䟻 850.0 406.0 829.7 821.4᥀ᰕ◂✪䝿㛜Ⓠ 288.5 299.7 333.7 364.2Ꮻᏼ㐘⏕䟺Space Operations䟻 4,346.9 4,184.0 4,013.2 3,882.9䜽䝞䞀䜽䜻䝧䝌䝯 664.9 596.2 70.6 0.0ᅗ㝷Ꮻᏼ䜽䝊䞀䜻䝫䝷 2,841.5 2789.9 3,007.6 3,049.1Ꮻᏼ䝿㣍⾔ᨥᥴ 840.6 797.9 935.0 833.8ᩅ⫩䟺Education䟻 138.4 136.1 100.0 94.2ฦ㔕ᶋ᩷Ⓩᨥᥴ䟺Cross-Agency Support䟻 3,192.0 2,993.9 2,847.5 2,850.3ᘋシ䟺Construction䟻 450.4 494.5 619.2 609.4┐ᐳ⥪┐䟺Inspector General䟻 37.5 7,538.3 37.0 37.0
NASAྙ゛ 18,724.3 17,770.0 17,711.4 17,715.4
図表 1　2014 年度 NASA 予算要求



























































ミ ッ シ ョ ン「MMS」 を 2015 年













　NOAA と 共 同 で、 地 球 観 測


































































重 量 級 の 宇 宙 打 上 げ シ ス テ ム







上 げ 試 験（EFT-1=Exploration 
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1）　The President's Budget for Fiscal Year 2014, 米政府行政管理予算局（OMB）, 2013 年 4 月 10 日
http://www.whitehouse.gov/omb/budget
2）　FY2014 Budget Presentation, NASA、2013 年 4 月 10 日
http://www.nasa.gov/pdf/740427main_NASAFY2014SummaryBriefFinal.pdf
3）　Obama Aims to Send Astronauts to an Asteroid, Then to Mars, Space, 2010 年 4 月 15 日
http://www.space.com/8222-obama-aims-send-astronauts-asteroid-mars.html
4）　火星の前に有人小惑星探査をするワケとは？, 林公代 , 三菱電機サイエンスサイト, 2010 年 4 月
http://www.mitsubishielectric.co.jp/dspace/column/c1004_2.html
5）　NASA's 2014 Asteroid Strategy, NASA, 2013 年 4 月
http://www.nasa.gov/pdf/740684main_LightfootBudgetPresent0410.pdf
　スペースシャトル退役以降、米
国は有人宇宙飛行能力の空白期間
が続いている。新しい有人宇宙船
とそれを打ち上げるロケットの開
発には長い期間と多額の予算を要
する。米国の財政的な制約のため
に NASA はつねに予算節減や実
施計画見直しを迫られている。4
月下旬に行われた下院宇宙小委員
会における NASA 予算のヒアリ
ングでは、共和党所属の議長から
今回の有人小惑星探査戦略に対す
る懐疑的な質問がなされ、NASA
のボールデン長官より今回の戦略
は大統領の宇宙政策を実現するも
のであるとの答弁がなされた。こ
のように議会での審議の行方は
予断を許さないが、その結果に
よっては我が国の有人宇宙探査戦
略を考える契機になる可能性もあ
り、今後の推移を注視する必要が
ある。
辻野　照久
科学技術動向研究センター　客員研究官
http://members.jcom.home.ne.jp/ttsujino/space/sub03.htm
専門は電気工学。旧国鉄で新幹線の運転管理、旧宇宙開発事業団で世界の宇宙開発動
向調査などに従事。現在は宇宙航空研究開発機構（JAXA）調査国際部調査分析課特
任担当役、科学技術振興機構（JST）研究開発戦略センター特任フェローも兼ねる。
中国語の科学技術文献読解を得意とする。
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